
基本的な考え方

当社がビジネスを創造・拡大する際、業務提携と並び重要

な手段となるのが事業投資です。当社単独での子会社の設

立、パートナーとの共同出資、企業買収による経営参画・子

会社化等の多様な手段の中から、戦略・目的に応じて最適

な形態を選択します。投資資産は長期保有を原則とし、投

資実行後は当社の機能をフル活用して投資先の企業価値

の最大化を図り、トレード収益や配当等の収益を拡大して

います。投資の大型化・買収価格の上昇もあり、事業計画・

買収価格の妥当性精査を徹底しています。また既存事業投

資についても、事業収益の向上並びに低効率資産の早期

EXITを図るため、EXIT条件の厳格化、定期レビューの徹底

を中心にモニタリングを更に強化しています。

カンパニープレジデントの権限を越える案件は、HMCで

の承認が必要となります。

HMCでの承認が必要な案件のうち、収益性・戦略性等

の面で追加的に検討・精査すべき点があると判断される

場合は、投融資協議委員会で審議します。

申請部署が申請した案件を、関係職能組織（管理部署）

が各々の専門的観点からの審査意見を付した上で、

DMCでの審議を経てカンパニープレジデントが決裁し

ます。

※1  投融資協議委員会： CFO※2、CSO※3、CAO・CIO※4、業務部長、法務
部長、経理部長、財務部長、統合RM部長、監査役がコアメンバー。

※2 CFO: Chief Financial Of�cer
※3 CSO: Chief Strategy Of�cer
※4 CAO・CIO: Chief Administrative & Information Of�cer

投資実行時の意思決定プロセス
各カンパニーに裁量権を委譲し迅速な意思決定を実現する一方で、投資リターンの追求、投資リスクの抑制も図る重層的な

意思決定プロセス

投融資協議委員会※1

HMC（Headquarters Management Committee）

カンパニー

カンパニープレジデント 決裁

申請部署

職能組織

DMC（Division Company Management Committee） 審議

…リスク分析を踏まえた審査意見

事業投資
財務・資本戦略の継続  
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